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「本当Ἴ中国ὀ攻撃Ἠἷ 

来ἿἱἜ」 

 高井弘之ἦὤ講演会報告 

八木巌 

不戦ὉἿᾑᾇᾌᾳーέὀ今後Ἷ方針ἿἻἜἸ「中

国脅威論」Ἴ対抗ἪἤἹἿ重要性ὣ考Ἑἷἕ

Ἢ。Ỗ月ổ日Ἴ高井弘之ἦὤ（ᾒーᾦὦ沖縄戦・愛媛Ἷ

会）Ἷ講演会ὣ行ἕἨἰ。 

 個人的ἻἤἹἸἪἝ最近床屋ἦὤἸ女性理容師

Ἷ人Ἕ「万博Ἷᾅήᾇᾌὣ買Ἱ情報Ἕ中国Ἴἕἠ

Ἠἕ」Ἱ言ἴἷἕἷ、万博ὀ中国ἿἰὒἼ税金ὣ

使ἴἷὕἴἷἕἹ言ἴἷἕἨἰ。ἤἿ女性ὀ以

前Ἴὓ自宅Ἷ前Ἴ「ἓἿ国Ἷ人」Ἕ立ἴἷἕἷ、ἤ

Ἷ辺ὣ買ἕ占ὒἿἸὀἻἕἜ心配ἱἹ言ἴἷἕ

ἰἿὣ思ἕἱἨἨἰ。ἦἪἝἼ私ὓ「反論」ἨἨ

ἰ（ἦἼ床屋政談ἸἪ）。ἤἨἰ話ὀἓἲἤἲἼ

ἓὛ、中国Ἕ水源地ὣ買ἕἓἦἴἷἕ、基地Ἷ周

Ὓὀ買ἕ占ὒὝἷἕ。ᾊᾰᾗἸὓὕἴἷἕἨ、

中国人ὉἿ観光ᾗὺἿἤἹἸ岩屋外務大臣ὀ中国

派ἹἨἷ批判ἦὝἷἕ。ἤἨἰἤἹὀ立ἲ話ᾰ

ᾝᾯἸ普通Ἴ出ἷἠ会話ἸἪ。ἮὝἝ軍事、政治

Ἷ「中国脅威論」Ἷ下支ἙἼἻἴἷἕἪ。対抗Ἢ

Ἷὀ事実Ἷ提起ἨἜἻἕὠἢἸἪἝ、彼Ἴὀ

彼Ἷ「事実」ἝἓὙἸ大変ἸἪ。Ἔἵἷ、ἓ

会議Ἰ私Ἕ「ᾑᾌὪᾬ」Ἱἕ言葉ὣἴἜὛ使ἴἰ

ἤἹἝἓἴἷ、ἮἿἹὀ強ἠἨἜὝἨἰ。対話

Ἕ大事ἸἓἴἷἮ 

Ἷ言葉（ᾑᾌὪᾬ）ὀ対話拒絶ἼἻἹἕὠὝἰἤ

ἹἝἓὛ、反省ἨἰἤἹἝἓὛἪ。ἹὀἕἙ対話

ὀἻἜἻἜ大変ἸἪ。 

「事実、現実」ὣ知ἹἕἹἤἝ第ổ歩ἸἪ。Ἦ

ἤἸ高井ἦὤἼ表題ἿᾊーᾢἸἿ講演ὣἛ願ἕἨ

Ἠἰ。高井ἦὤὀᾚᾇέᾰᾇᾌ「日米Ἷ『対中国戦

争態勢ỎἹὀ何Ἔ―東ὦὼὦἸἿ戦争ὣ止ὒἰ

ὒἼ―」ὣ出ἨἷἛὝ（発行ὀ「ᾒーᾦὦ沖縄

戦・ἙὃὒἿ会」）ἿἸ講演ὣἛ願ἕἨἨἰ。 

高井ἦὤὀ琉球弧（奄美･宮古･石垣･沖縄）ὉἿ

ᾣόὨᾯ基地配備ὕ中国沿海地域ἸἿừỞựỬ主要

国軍ὓ参加Ἢ合同演習Ἴἵἕἷ触Ὕ、「日米共

同作戦計画」ἝἰἷὝ、実際Ἴ戦闘訓練ὓἛἤἻ

ὠὝἷἕἹἕ「対中軍事包囲網」Ἷ現状ὣ説

明Ἠ、戦争態勢ὀ西日本Ἴ拡大ἦὝ、自衛隊司令部

Ἷ地下化、地方空港･港湾Ἷ軍事拠点化Ἕ進ὐ、列

島Ἕ「戦争ᾢύーᾷ」ἹἦὝὙἹἨἷἕ、Ἱ述Ὂ

ὝἨἰ。現在Ἷ軍拡ὓ「中国脅威論」Ἕ前提Ἱ

ἦὝἷἕἹἕἤἹ。 

高井ἦὤὀἤἿ対中包囲網ὣ帝国主義列強Ἷ植

民地支配Ἷ体制・戦後Ἷ西欧中心Ἷ秩序Ἕ「新興

国」ἼὙὛ、今挑戦ὣἢἷἕ。ἮὝὀὴᾱーᾔ

ᾯόὪώἿ動Ἰὓἓ、Ἱἕ趣旨Ἰ話ἨὣἦὝ

Ἠἰ。 

日本抜ἸἤἿ中国包囲網ὀ成Ὓ立ἰἻἕἿἸ、

日本ὀἮἤἜ抜ἢἱἦἻἢὝὁἻἻἕ。ἮἨ

ἷ東ὦὼὦἿ平和ὣὒἧἦἻἢὝὁἻἻἕ、Ἱ

ἦὝἨἰ。 

 

◆高井ἦὤἿ講演全編＊＊ 

ỶἆἌἋἌỹỼἼἓἣἷἓὛἪ。 

https://www.youtube.com/watch?v=4OugPfsZ 

fpo 

◆ἰ戦争ὣἦἬἻἕổỔỔỔ人委員会ἓἕἲ主催

Ἷ泉川友樹ἦὤ「中国ὀ脅威Ἔ 経済関係Ἔ検

証Ἢ」ὀἤἲ 

https://www.youtube.com/watch?v=E5G8ZF 

 

 

ノーモア沖縄戦・愛ᅨの会からの呼びかけ 

 

ổ）ᾮーᾙᾰᾇᾌ 

『本当Ἴ「中国ὀ攻撃Ἠἷ来」ἿἱἜ？Ỏ 

100万部配布ᾛᾱὼὫέᾌ 

100万部配布ὣ目指ἨἷἕἪ。 

ᾮーᾙᾰᾇᾌὀổ部（Ở5 判/Ὧᾭー

/8 ᾞーὼ）10 円 

※発送ὣἥ希望Ἷ方ὀ 100 部 

以上ἸἛ願ἕἨἪ。（送料実費） 

ἥ注文先 ᾥーᾯ／ 

nmo.ehime@gmail.com 

電話／090-8282-6077（立田） 

090-3783-8332（阿部） 

 

 

Ỗ）紹介Ἠἰ「日米Ἷ『対中国戦争態勢ỎἹὀ何Ἔ」 

 Ἷᾚᾇέᾰᾇᾌὀ好評Ἴἵ売Ὓ切Ὕ、現在改訂

版ὣ作成中ἸἪ。読ὐὕἪἠὠἜὛὕἪἕᾕᾷ

ᾙᾰᾇᾌἻἿἸ、完成次第、ἥ案内ἨἪ。 

 



知ὛẩἵἻἝὛẩ止ὒ戦争止ὒὙ！

沖縄ậ西日本ᾑᾇᾌᾳーέ結成ᬹ会報告 

山本ὐὀ 

 

2022 年 12 月Ἴ岸田政権ế当時ỀἼὙἴἷ軍事費

Ἷ倍増ὕị敵基地攻撃能力ỌἿ保有Ἕ盛Ὓ込Ὕ

ἰἕὠὗẩ安保 3 文書ế国家安全保ᬣ戦略ậ国家

衛戦略ậ衛力整備計画ỀἝ議決定ἦὝἷ以来ẩ

与那国島ὕ石垣島ẩ宮古島ἻἺἿ琉球弧Ἷ島々ὀ

ὓἹὙὛẩ奄美ὕ九州ẩ西日本Ἰ対中国ὣ念ᮺἼẩ

᫅射程ἿᾣόὨᾯ配備ὕ大型弾薬庫Ἷ建設ἻἺ急

激Ἳ軍拡Ἕ進ὐ戦争準備Ἕ加速化ἨἷἕἪẪἤ

Ἷ状況Ἴ対Ἠẩ各地Ἷ実態ὣ知Ὓẩ運動ὣἵἻἣẩ

戦争準備ὣ止ὒὙἹẩ昨年 4 月Ἔ準備ἝἦὝẩ

4月Ἴ愛媛ẩ8月Ἴὀ沖縄Ἰẩ9月Ἴ広島ậ呉ẩ11月Ἴ

ὀ大分Ἰᬹ会ὣ重Ἶẩ2 月 22 日ẩᴣ児島市Ἰ西日

本各地ἜὮᾷᾭὨᾷ含ὒ約 500 人ế約 30 団体Ề

Ἷ参加Ἰị戦争止ὒὙ！沖縄ậ西日本ᾑᾇᾌᾳー

έỌἿ結成ᬹ会Ἕᫌ催ἦὝἨἰẪᬹ会Ἴ参加Ἠἰ

ἿἸ報告ἨἪẪ 

第一部 地元ẩᴣ児島ἜἿ報告 

 最初Ἴẩị沖縄ậ西日本Ἰ進ὑ軍事強化Ἷ報告 

抗私ἰἲἿ平和運動ỌἹἕἤἹἸẩ軍事化Ἕ進

ὑ各地Ἷ実態ὣ 30 分ἿώᾭὨᾍἼἹὒ概要Ἷ説

明ἝἓὛἨἰẪ当日配布ἦὝἰ A3 版Ἷ琉球弧Ἔ

西日本各地Ἷ自衛ᬘ基地ẩ米軍基地ὕ弾薬庫Ἳ

Ἲ地図ὣὐἹἮἿ実態ἿἪἦἩἦἝὙἠὠἜ

ὛἪẪ 

※全国Ἷ基地概要報告ὀ以下Ἰ視聴ἸἪẪ  

https://youtu.be/MzDriE0px7A 

 

 続ἕἷ行ὠὝἰ地元ἜἿ報告Ἰὀẩ種子島沖

合Ἷᰑ毛島Ἴẩ巨大Ἳᬒ海空自衛ᬘἿ訓練施設ὕ

戦時Ἷ展ᫌ拠点ẩ米軍Ἷ空母艦載機ᭆ着ᬒ訓練用

ἿἰὒἿ基地建設Ἕ進ὒὝἷἕ西之表市Ἔ

ịᰑ毛島ὉἿ米軍施設Ἴ反対Ἢ市民団体連絡

会ỌἿ᫅野広美ἦὤἜ報告ἝἓὛἨἰẪ᫅野ἦ

ὤὀẩịἜἵἷὀ 500 人Ἕ住ὐẩᾢὶύὯἸ有名Ἳ

緑豊ἜἻ島ἱἴἰẪ2010 年代Ἴ違法ᫌ発Ἕ進ὤἱ

Ἕᴣ児島県ὀ何ὓ対策ὣἨἻἜἴἰẪἮἿ中Ἰẩ

FCLP Ἷ話ἝἸἷẩᰑ毛島ὣ守ἹἕἤἹἸ裁

判争ἻἺὓὕἴἰẪ2023 年 1 月Ἔ 2 本Ἷ滑走

路ẩ不整地着ᬒ訓練施設ẩF-35B模擬艦艇発着艦訓

練施設ẩᬒ上Ἷ訓練区域ὣ含ὑ本体工事ὣᫌ始Ἠ

ἰẪἮἿ費用ὀ 1 兆円ὣ超Ἑἷἕ総予算ὀ示ἦ

ὝἷἛἫẩ工期ὓ当初計画ὙὛ約ỗ年延期ἨẩỗỔ

年ỗ月末ἼἻἹἕẪ自衛ᬘἿ訓練ὀ通年ἸἨἜ

ὓ夜訓練ὓ含ὝẪ滑走路ὀ 2 本Ἰẩἲ 1 本

ὀ F35B専用Ἷ訓練用滑走路ẩἮἨἷ空母ὓ接岸Ἰ

巨大Ἳ港湾ὓ計画ἦὝἷἕẪᬅ内ᬹ会ὣ行

ἕẩ環境権Ἷ視点Ἔ日弁連Ἔ働掛ἢὣ行Ὑ

Ἴ運動ὣἨἷἕẪἰẩ市᫅相手Ἴ住民訴訟ὓ

始ἴἰẪ国ὀ国会議員Ἷ現地視察ὣ許ἨἷἕἻ

ἕẪἤὝἜὓ心ὣ持ἴἷὓἕἰἕẪỌἹ発言Ἕ

ἓὛἨἰ 

 

奄美大島Ἔὀẩị戦争ἿἰὒἿ自衛ᬘ配備Ἴ反

対Ἢ奄美ᾑᾇᾌỌἿ城村典文ἦὤἜ発言ἝἓὛ

ἨἰẪị2019 年 3 月ẩᬒ上自衛ᬘ奄美ᰜ屯地Ἱ瀬

戸内分屯地Ἕᫌ設ἦὝẩ2 月Ἴ国民保護法Ἴ基ἶ

ἠ避ᭇ訓練Ἕ行ὠὝἰẪ奄美群島Ἔ住民 10 万人

ὣ避ᭇἦἬἿἼ 14 日ἜἜẪᬒ自ὀᫌ所記念行

事ὣ毎年行ἴἷἕẪ瀬戸内町ὀ自衛ᬘἼ依存Ἠẩ

自衛ᬘἿᾕᾰーᾍὓ町主催ἸὕὛ地対艦ᾣόὨᾯ

車両ὓ走行Ἠ軍事色Ἴ染ἴἷἕẪ徳之島Ἰὀẩ

ị生地ếἻἲỀ訓練ỌἹἕὠὝ住民Ἕ住ὤἸἕ

ἪἡἮὁἸ訓練Ἕ行ὠὝἷἕẪ世界遺産Ἷ森

Ἰ米軍Ἱ自衛ᬘἝ山地訓練ὣ行ἕẩ傷兵ᾌᾮὦーὼ

訓練ὣ行ἴἷἕẪὮώᾛᾰὨἿ訓練ᾯーᾌἼἻἴ

ἷἕἷ昨年ὀ 80 回ὓᯝὤἸἛẪ昨年Ἷάーᾷᾁ

ーᾍ 25Ἰ島内Ἷ 37ή所Ἰịᭆ島奪還訓練ỌἝ行ὠ

ὝἰẪ沖永良部島Ἰὓẩ沖合Ἴ停泊ἦἬἰ米艦船Ἔ

ẩ米兵ậ自衛ᬘἝ上ᬒ訓練ὣ行ἴἰẪ島内Ἷ運動

公園Ἰὓ米軍ᾜᾮὣ使ἴἰ訓練Ἕ行ὠὝ小銃ὣ構

Ἑἰᬘ員Ἕị敵ᬆ捜索行動ỌἹ称Ἢ実戦ἦἻἝ

Ἷ訓練Ἕ行ὠὝἰẪ反対Ἷ声ὣἓἣἷἕἝ参加

Ἢ人ὀ少ἻἕẪ悔ἨἕỌἹ島Ἰ進ὑ軍事訓練Ἷ実

態Ἱ心情ὣ吐᭤ἦὝἨἰẪ 

弾薬庫Ἷ新設計画Ἕἓẩἦἵ町Ἔὀịἦἵ

町Ἷ弾薬庫問ᯃὣ考Ἑ会ỌἿẩ武ἦἹὐἦὤἜ



報告ἝἓὛἨἰẪị2023年 10月Ἴ新聞Ἴἦἵ

町Ἴ弾薬庫Ἱἕ記事Ἕ出ἰẪ情報公ᫌἸ明Ἔ

ἼἻἴἰἿὀẩ町Ἕ住民Ἴὀ知ἬἫ誘致Ἠἷἕ

ἰẪ2017 年Ἴ個人Ἰ誘致Ἴ向ἢἷᬎ情ὣ提出Ἠẩ

2018 年Ἴὀ商工会Ἱ議員Ἱ町職員Ἕ大分Ἷᰜ屯

地ὣ視察Ἠẩ5月Ἴὀ商工会Ἱ議会Ἕ請ᯊ書ὣ提出

ἨἷἕἰẪ23 年 5 月ἸἼ 9 回Ἷ請ᯊ書ὣ出Ἠẩ11

月Ἴὀ衛大臣Ἴ要望書ὣ提出ἨἰẪ請ᯊἿ内容

ἼὀẩὮώᾛᾰὨἿ発着場ὕ実弾訓練ἻἺὓ入ἴἷ

ἕἰẪ部ᬘ運用上Ἷ利便性Ἕ᱔ἕἹἕἤἹἸ中

岳Ἴ決ἴἰẪ町Ἱ話Ἠ合ἕὣ持ἴἰἝ戦争ἼἻἴ

ἰ責任Ἕ取ὝἜἹἕἤἹἼ対Ἠἷὀọ国民保

護Ἷ事案ἻἿ

Ἰ地方自治体

Ἷ責任ἸὀἻ

ἕỎἹ回答ἨἰẪ

怒Ὓ心ᮺἱẪ思

惑通ὛἼ進ὒ

ἷἻὓἿἜ

Ἱἕ気持Ἰ

᮱張ẪỌἹ発

言ἝἓὛἨ

ἰẪ 

 

総ἝἜὛ行動Ἷ᱔田健ἦὤἜ連帯Ἷἓἕἦἵ

ὀẩị2014 年Ἴ戦争法Ἕ議決定ἦὝἰ時ẩἤἿ

Ἰὀọ戦争ὣἪ国ỎἼἻἹ総ἝἜὛ行動ὣ作

ἴἰẪ今ὀọ戦争ἝἸ国ỎἼ直᭼ἨἷἕẪ安保

法制ὕ安保 3 文書ὀẩ改憲ὓἻἠ安保条約Ἷ改定

ὓἨἻἕ本質的Ἴ憲法ὣ壊ἨἷἕἠẪ国会Ἷ中

ἸἤἿ問ᯃἝ議論ἦὝἷἕἻἕẪ国会Ἴὀ期待Ἰ

ἻἕἿἸ私ἰἲἝ運動ὣ作ἴἷ国会議員Ἴ働

ἜἢἷἕἠẪἤὝὀ全国共通Ἷ課ᯃẪỌἹ全国的Ἳ

運動ὉἹ発言ἝἓὛἨἰẪ 

 

第 2部ὀ結成総会 

愛媛Ἴ᱔井弘之ἦὤἜị知ὛẩἵἻἝὛẩ止ὒ

ỌἹᯃἨἰ基調講演ἝἓὛẩἮἿ後ẩị沖縄ậ西日

本ᾑᾇᾌᾳーέỌἿ結成提案Ἕ行ὠὝἨἰẪ 

᱔井ἦὤἜὀẩị中国脅威論Ἷ克服Ἱ解体ỌἝ

必要ἱẪᾎᾅώἿήーᾮᾷὴἝ国民ὣ戦争Ἴ参加

ἦἬἼὀị今我々ὀ攻撃ἦὝἜἢἷἕἹ煽Ὕ

ὁἕἕỌἹ言ἴἷἕẪ各地各団体個人Ἕ連携Ἠἷ

連帯ὣἨἷ反対ὣἨἷἕἠἤἹἝ大事Ẫ国家ὣἓἣ

ἷ進ὒἷἕἿἸἮὝἯὝἿ地域ἱἢἸἴἷ

止ὒἷἕἠἿὀ本当Ἴ困ᭇἻἤἹẪ支援Ἠ合ἴἷ同

時Ἴ全国的Ἳ共同Ἷἕὣ作ἴἷἕἠἤἹἸ戦争

ὣ止ὒἤἹἝἸẩἹ思Ẫ6 月Ἴ東京Ἰ行動

ὣ起ἤἨẩἮὝὣώᾊᾇᾛἼ全国的Ἳ運動ἼἨἰἕẪ

国家ἼὙ戦争ὣ私ἰἲ民衆Ἷ力Ἰ必Ἣ止ὒὙẪ

東ὦὼὦἿ平和ὣ必Ἣ実現ἦἬὙẪỌἹ発言Ἕἓ

Ὓẩ結成提案ὀ若干Ἷ質疑Ἷ後ẩ正式Ἴ発足ἨἨ

ἰẪ 

 

今回ὀẩ沖縄ậ西日本Ἕ中心ἸἪἝẩ愛知ὀ各基

地ẩ弾薬庫Ἴ配備ậ保管ἦὝ᫅射程ᾣόὨᾯἿ製

造ὣ行ἴἷἕẩἹἕἤἹἸ確実Ἴ各地Ἱ繋Ἕἴ

ἷἕἪẪ3 月 18 日ẩἕὙἕὙ 12 式地対艦誘導弾

Ἕ大分Ἷ湯布ᬅᰜ屯地Ἱ熊本Ἷ健軍ᰜ屯地ὉἿ

2025 年度配備ὣᫌ始ἪἹ報道ἦὝἨἰẪ戦争

ἝἸ体制作Ὓὣ総力Ἰ作Ὓ上ἣẩ自由ὕ平和Ἴ

生権利ὣ蔑ἼἪ政策ὣ押Ἠ進ὒὙἹἪ

権力Ἴ対Ἠẩ地域ἸὕὊἤἹὣ実行Ἠἵἵẩ

全国ἹἵἻἝὛẩ戦争ἼἵἻἝὓἿὣ止ὒἷἕ

ἨẪ 

 

๗ຮめよう！沖ႈ・ฦ႘ネットワークへの 

参加・၍ሑሓ 

※参加団体ὀẩ沖縄ậ西日本Ἷ地域団体ậ個人 

※賛同団体ὀẩ全国Ἷ団体個人 

※ᾥーᾮᾷὴᾮώᾌὉἿ申Ἠ込ὐ先 

okinishinet@gmail,com 

 

結成宣言文 

「戦争」も「武による威嚇」も否定し、「ጲ海空軍そ

の他の戦を保持しない」と宣言した日国憲法

のもと、私たちの「戦後」は㕸㕰年を迎えます。しか

し、この国は、アジアの国々・人々への侵ጸ・植ኁ地

支配の責任に向き合うことなく、また、自国の戦争

被害者に対する責任も放棄したまま、新たな戦争

体制づくりを急スピードで行っています。 

沖縄・奄美の島々では、新たな自衛隊基地が造ら

れ、攻撃ዿのミサイルと部隊が配備され、戦争態勢

の構築が行われてました。その軍事拠点化は、

いま、九州を中心に西日から全国に拡大してい

ます。 

莫大な税金を使って、弾ዄ庫の建設や基地の大拡

張が強行されています。全国各地で、自然破壊、住

ኁの分断、人権侵害が行われています。国際法が

求める「軍ኁ分ጱの原則」に反し、住宅地のすぐそ



ばへの軍事施設建設、ኁ間の港Ꮋ・空港の軍事ጦ

ዿ、公道を軍事車ፊが走行するまでになっていま

す。そして、沖縄島の住ኁには「屋内退避」が、宮

古・八重山・奄美などの住ኁには生活を捨てて、リ

ュック一つで、攻撃対象にもなりうる九州や山口へ

の「避難をኬにした疎開」が強ጅされています。

これらは実効性のない計画です。 

さらに政府は、自衛隊司፭部の「地下化・強靭化」

を全国で進めています。住ኁのをないがしろに

したまま、戦争を遂行しようとしています。これは、

住ኁに多大な犠牲を強いた 80年前の沖縄戦をこ

え、全国を破壊する戦争計画です。 

また、米日・NATO 諸国などによって、経済的に深

い結びつきのある中国を「仮想敵」とする合同軍事

演習が日各地・周辺海空域や南シナ海などで繰

り返され、「中国包囲ኦ」の構築が行われています。

そして、いよいよ中国に届く敵基地攻撃ミサイルの

配備が、ጼ球弧―日島で始まろうとしていま

す。「大軍拡」を超えた፣戦態勢の構築がኬ前で行

われています。私たちは戦争の加害者にも被害者

にもなりたくありません。 

「知り、つながり、止める。」 

平Ꭼを創り出すために、日、私たちは新たな闘い

に歩み出します。互いの情報を共ዛし、知恵を出し

合い、つながり、ᎌ帯し、市ኁの共同ので、「国家

による戦争」を止めます。 

ここに、「戦争止めよう！ 沖縄・西日ネットワー

ク」の結成を宣言します。 

㕲㕰㕲㕵年㕲月㕲㕲日 

 

 

ᰑ毛島訪問記 

 ᴣ児島ἸἿᬹ会ἿἓἹẩ種子島Ἴ足ὣ延ὁἨἰẪ

ᰑ毛島Ἴὓ上ᬒἸἜὓἨὝἻἕἹἕἤἹἱ

ἴἰἝẩ24日朝ὀẩᴣ児島ὓ天気Ἕ悪ἠᭉἝἲἵ

ἠ冷Ἑ込ὐἸẩ桜島ὓἴἪ冠ᭉὣἨἷἕἰẪ  

港Ἰ迎ἙἷἠὝἰἿὀẩ西之表市議Ἷ和田ἜἛὛ

ἦὤἹἛ連Ὕ合ἕἿ和田伸ἦὤẪἜἛὛἦὤὀẩ不

戦ᾑᾇᾌἿὮᾷᾭὨᾷ講座ὣἛᯊἕἨἰἤἹἝἓ

Ἕ初対᭼Ẫ想像通Ὓẩ気ἦἠἸᾕᾳᾙᾯἻ方ἱẪἤ

Ἷ日Ἷ種子島ὀ海Ἴὀ白波Ἕ立ἲ荒ὝἷἕἰẪ天

気Ἕ回復ἪἜὓἨὝἻἕἹ午後 3 時Ἰ待ἴἷ

ἕἰἝẩ残念ἻἝᰑ毛島ὉἿ上ᬒὀ叶ὠἻἜἴ

ἰẪ 

 港Ἴὀẩ建設資

材Ἕἰἠἦὤ置

ἜὝἷἛὛẩ沖合

Ἴὀᰑ毛島Ἕ見

ἙẪ遠目Ἴὓẩ

強ᯕἸ砂塵Ἕ舞

ἴἷἕἿἝὠ

ἜẪ作業ὀẩὌ

Ὅ 24時体制Ἰ

続ἢὝἷἛὛẩ

夜Ἰὓ煌々Ἱ

明ὛἝ見ἙẪ工

事ὣ急ἡἓὛẩ

安全対策ὓ不十

分Ἰ去年ổỔ月Ἴ

作業員Ἕ死亡Ἢ

事故Ἕ起ẩ翌

11 月ἼὀỖ人Ἕ重

傷ὣ負事故ὓ起ἷἕẪ 

 

ᰑ毛島Ἴὀẩ作業員 3000 人Ἕ常ᰜἨẩ種子島Ἴ

ὀ約 2000 人Ἷ作業員Ἕ宿泊Ἠ通ἴἷἕἹἕẪ

町Ἷ至所Ἴ作業員Ἷ宿泊先ἼἻίᾷᾊᾎᾓὪ

ώἝ立ἲ並ὄẩἮἿ家賃Ἷ᱔ἦἼὀὄἴἠὛἪẪ

ế写真ἿᾓὪώὀ 18000円ế1日ἸἪ！ỀἺὝἱἢ᱔

給ὣὓἴἷἕἿἜ想像ἪẪ全国各地Ἔ作業

員ἝᬹὛẩ車Ἷ

ᾎᾷᾔーᾛᾰーᾌ

ὓ実Ἴ多彩ἱẪἛ

ἜἣἸẩ種子島Ἰ

ὀἓὗ職種

Ἰ人手不足Ἕ起

ẩ家賃Ἷ᱔ᰵἻ

Ἲ 島 Ἷ 生 活 Ἷ

様々Ἳ影ᮧἝ出

ἷἕἹἕẪ自

衛ᬘἿ官舎Ἷ建

設ὓ進ὐẩ見学Ἠ

ἰἹἤὀ既Ἴỗ

棟ἝὌὍ完成ἨἷἕἰẪ航空自衛ᬘἿ先遣ᬘἝẩ

早ἢὝὁ今年 7 月Ἴὓ島Ἴ配置ἦὝẩ60 人規模Ἰ

基地Ἷᫌ設Ἷ準備ἼἓἰἹἕẪ 



西之表市内Ἰẩ

ịᰑ毛島自衛ᬘ基

地ἹἿ共存共栄ẩ若

者Ἴ子ἺὓἼ明

ἕ未来ὣ！ỌἹ書ἕ

ἰ看板ὣ見ἰẪἜἵ

ἷ福島県双葉町Ἴἓἴἰị原子力 明ἕ未来Ἷ

ὬᾑᾯὲーỌἹἕ看板ὣ思ἕ出ἨἰẪ結局ẩ原発

ὀ地元Ἷ生活ὕ自然ἻἺἪὊἷὣ破壊ἨἰἝẩ戦

争ἿἰὒἿ基地ὓἰ何ὓ生ἻἕἺἤἜẩὃ

Ἱἰὄ戦争Ἕ起ἤὝὁ多ἠἿὓἿἝ失ὠὝẪ本

当Ἴ子ἺὓἰἲἼ明ἕ未来ὣ手渡ἪἰὒἼὀẩ

基地ἿἻἕẩ武器ἿἻἕẩ戦争ἿἻἕ社会ὣ作

ὊἱẪ基地ὀ人々Ἷ生活ὣ壊Ἠẩ自然ὣ壊ἪὓἿ

ἱẪ短ἕ滞在ἱἴἰἝẩ地元Ἰ᮱張ἴἷἕ人ἰἲ

Ἱ改ὒἷ連帯ἨẩἵἻἝἴἷἕἤἹ思ἴἰẪ 

 

 

基地建設ἸἿ経緯Ἱ基地Ἷ概要 

2019年 1月ẩ政府ὀ国Ἷ鑑定評価ᯄ 45億円ἿἹ

ἤẩ160 億円Ἰ国会審議ὓἬἫẩ辺野古Ἷ米軍基

地建設連予算ἜἿ流用Ἱἕ形Ἰ購入ἨἰẪ

2022年 1月ẩ衛省ὀᰑ

毛島基地整備Ἷ影ᮧὣ

調Ὂ環境影ᮧ評価ếὦ

ώᾥᾷᾌỀἿ途中段ᬛ

Ἰ本体工事Ἷ発注ὣᫌ

始Ἠẩ2023 年 1 月ẩ衛

省ὀὦώᾥᾷᾌἿ評価

書ὣ 公告

Ἠ 基 地 Ἷ

本体工事

ὣ ᫌ 始 Ἠ

ἰ 

ᰑ 毛 島

基地ὀẩᬒ

海空自衛ᬘἿ訓練Ἱ米軍空母艦載機ᬒ上ᭆ着ᬒ訓

練ếợỠứửỀἻἺἝ行ὠὝẪ2500ἄἹ 1800ἄἿ二

本Ἷ滑走路Ἱ不整地着ᬒ訓練施設ẩF-35B 模擬艦

艇発着艦訓練施設ἻἺὣ建設Ἠẩ連施設ἹἨἷẩ

誘導路ẩᰜ機場ẩ格納庫ἻἺἿ他ẩ港湾施設ὓ整備

ἦὝẪ工事期ὀ当初Ἷ予定ὙὛ 3年延᫅Ἠἷẩ

2030年 3月末完成予定Ἰẩ2025年度ὀẩ施設整備

費ἹἨἷỘớỗ億円ế滑走路ἻἺἿ費用ỗờỘ億円ẩᬘ

舎ὕ格納庫ἻἺἼộỔ億円ẩ係留施設ἻἺἼổổ億円

ἻἺỀὣ計上ἨẩἪἸἼ 1 兆円ὣ超ἙἷἕẪἨἜὓẩ

工期Ἷ延᫅分ὀ含ὝἫἦἼ膨ὑἤἹὀ確実

ἱẪ 

 

 

ᰑ毛島Ἷἕ 

西之表市Ἷ八板俊輔市᫅ὀẩ当初用地買収契約

合意Ἴ当ἰὛẩ当初ẩFCLP Ἷ移転Ἴ対Ἠị地元Ἷ理

解ὀ得ὝἷἕἻἕỌἹἨἷᭇ色ὣ示ἨἷἕἰἝẩ

公約Ἴ反Ἠἷᰑ毛島Ἷ小中学校跡地ἛὙὄ自衛ᬘ

宿舎用地Ἷ売却ἻὄἼ市道廃止処分ὣ行ἴἰẪ

ἤἿἤἹἼ対Ἠἷẩ住民ὀ裁判ὣ起ἤἨἷ争ἴἷἕ

Ẫ訴訟Ἷ共同代表Ἷ一人Ἰἓẩ和田ἜἛὛἦὤ

ὀị私ἰἲ市民Ἕ失ἴἰὓἿὀẩ単Ἳ土地ὕ道路

ἸὀἓὛἬὤẪị宝Ἷ島Ọᰑ毛島ἝὓἰἪὀἜ

Ὓ知ὝἻἕ豊ἜἻ未来ἹẩἮὝὣ夢見ἷ実現Ἠἷ

ἕἠἸἓ子Ἲὓἰἲ孫ἰἲἼ手渡Ἢẩᰑ毛島ậ

種子島Ἷ᭷ἜἸ平和Ἳ暮ἨἸἪẪỌἹ裁判意義ὣ

訴ἙἷἕἪẪ 

 

ᰑ毛島基地反対裁判ὣ支援Ἢ会 

https://observant-mageshienkai.wordpress.com/ 

※裁判Ἷ支援者ὣ募ἴἷἕἪẪ 

 

送金先 

ᰑ毛島基地反対裁判ὣ支援Ἢ会 

ᴣ児島銀行 本店 

普通᮰金 ỗỖỗộộỖổ 

ịᰑ毛島基地反対裁判ὣ支援Ἢ会Ọ 

個人ổ口ổỔỔỔ円   団体ổ口ộỔỔỔ円 

 

※ᾥーᾯᾏᾩーώ希望者ὀ以下Ἴ 

kaori.wada528@gmail.com 



三ᅟ重工小ቄሾ工場への申しႚれと 12式ད艦ミサイルვᅏにᄗする申しႚれ 

 

  2月 3႘、ᆊ戦ネットと愛ཐ県ᇓᎬ委員会の 2ཆで、12式ད艦ዤ၏など基ད攻撃ができる 

ミサイル製່をしている、三ᅟ重工小ቄሾ工場の申しႚれ行၌を行いました。事前の、申しႚれのᎌጛ 

にも༶ဴᆪ署も教えず、ဴ႘も実質な受け取り拒ᄵで、申しႚれ書は警ᅏの人にဍすという誠意のな 

い応でした。参加者は 1時間ほど会社正前で宣行၌を行いました。以下、申しႚれ書です。 

 

三ᗘ᧸工株式会社  取締役社᫅  泉澤 清次様 

 

12式地対ᕛ៑導弾Ἷᫌ発ἹᝉᥬἿ中止ὣ求ὒᝯ៧書 

 

 私ἰἲὀẩ愛知ὣ中心Ἴ平和ὕ人権ἼἪ活動ὣἨἷἕẩ不戦ὉἿᾑᾇᾌᾳーέἹἕ市民団体ἸἪẪ

ᡫ社Ἕᥳὒἷἕị12式地対ᕛ៑導弾ỌἿ改ᕠ型Ἷᫌ発ἹᝉᥬἿ中止ὣᝯ៧ἨἪẪ 

 2022 年ổỖ月ổỚ日ẩ岸田政権ὀ敵基地攻撃ᓞ力Ἷ保有ὣ柱ἹἨἰ安保 3 文書ὣᠪ決定ἨẩỖỔỖỗ年ἜỖ

ỔỖớ年ἼἜἢἷ事ᡯὣἮὝἸἿ 2倍Ἷ43兆円Ἱἢἰ外ὝἼ増ᯄἪ大拡ὣᫌ始Ἠẩ敵基地攻撃ἝἸ

᫅射程ᾣόὨᾯ＝ώᾃᾷᾍậὮᾙᾣόὨᾯἿᢎ入ὕᫌ発ậ備ἻἺὣᥳὒἷἕἪẪᔬ民党ὀị日本Ἕ攻

撃ἦὝἻἠἷὓẩ相手Ἕ攻撃ὣ着手ἨἰἹ៍定ἸὝὁ攻撃ὀ可ᓞỌἹἨẩ攻撃目標ὓ基地ἱἢἸὀἻἠẩ

指揮統制機ᓞὣ含ὑ中枢Ἰ標的ἼἪἹἨἷἕἪẪἮἨἷ与国島ậ石垣島ἻἺ南ᝮ島Ἷ島々ὕ九

州ἼᾣόὨᾯ基地ὣ建ឥἨẩἮἿἰὒἿ大型弾ᙡ庫ὣỖỔỗỖ年度ἸἼổỗỔ棟増ឥἪἹἨẩἦἼ海上ᤛᥘ

ᑪἿ新ឥἻἺᤛᥘᓞ力ὣ᱔ὒἤἹἸẩ中国ὉἿ攻撃ᓞ力強化Ἱ戦争体制Ἷ構築ὣ急ἕἸἕἪẪ 

 日本政府ὀἰẩὦᾥᾮὯἜ兵器Ἷ爆ᡭἕὣᜊἕẩ在日米司令ᦼἹ一体ἹἻἴἷ指揮ậ統制ὣ担ᔬ

ᜐᬘ統合作戦司令ᦼἿ創ឥἻἺ日米Ἷ事的一体化ὣᥳὒἷἕἪẪ 

 大拡Ἱị敵基地攻撃ᓞ力ỌἿ保有ẩ日米Ἷ事的一体化ẩἮἨἷἮἿἰὒἿ兵器Ἷ備Ἱᫌ発ὀ政府Ἕ

ធị専守ᜐỌἿ範囲ὣᢩἙ憲法ᦉ反Ἷᓞ力Ἱᜊ為ἸἓὛẩ日本周地域Ἷ緊張ὣ激化Ἠ平和ὣᓠἜἪ

ὓἿἼ他ἻὛἬὤẪ 

 ἤἿὙἻ大拡Ἷ中Ἰᡫ社Ἷ三ᗘ᧸工小牧北工場ἸὀẩịώᾃᾷᾍậὮᾙᜐ力Ọị統合空ᾣόὨᾯ

ᜐᓞ力ỌἿ向上ἹἕἤἹἸẩᜐ省Ἱị12 式地対ᕛ៑導弾ᓞ力向上型Ọὕ射程ỗỔỔỔάᾱᢩἼᦈἪἹὐ

Ὕị極ᢩᮣᥫ៑導弾ỌἻἺ 4 種ᯌἿ᫅射程ᾣόὨᾯἿᫌ発ậ᧺産Ἷ契約ὣ結ὄẩἪἸἼ᧺産体制Ἴ入ἴ

ἷἕἪẪἰ昨年 10月Ἔ 11月ἼἜἢἷ新島Ἷᕈ空備研究所新島支所ἼἛἕἷẩịổỖ式地対ᕛ៑導弾Ọ

改ᕠ型Ἷ発射ល練ὓᜊἕẩỖộ年度中Ἴ備ὣᫌ始ἪἹἨἷἕἪẪ更Ἴὀẩ弾ᦇᾣόὨᾯὣ᥄撃Ἢ地対

空៑導弾Ἱ中ᢸᭆ空対空ᾣόὨᾯἿ日米Ἷ共同ᫌ発ὣἪផ画ὓἓὛἪẪ 

 ἦἼ三ᗘ᧸工小牧南工場ὀẩὨᾃᾮὦậὨὲᾮώἹ共同ᫌ発ὣἪ次期戦機Ἷᝉᥬ拠点ἹἻ可ᓞ性

Ἕ᱔ἕἹᒈἙἪẪᡫ社ὀ共同ᫌ発ἼἛἢ日本側Ἷ主導ᾥーὯーἸὓἓὛἪẪ2025 年度Ἴ政府ὀ 1087

億円Ἷ予算ὣផ上ἨἷἕἪẪ 



 ᡫ社Ἷᜐ省ἹἿ契約ᯄὀẩ20Ỗ3 年度ὀ前年比 4.6 倍ἹἻ 1 兆 6800 億円Ἴ増Ἑẩ2024 年度 11 月Ἴ

発Ἠἰ 2024年 4〜9月期Ἷ結決算ế国ᬢ会ផ基準Ềὀ純利益Ἕ前年同期比 17%増ἼὓἻἴἷἕἪẪ

ἦἼẩ大拡ἿἻἜἸᓁἙ太ἴἷἕἹធὠἧὣ得ἬὤẪ 

 日本政府ὀỖỔỖỗ年ẩ武器ᤛ出Ἷᾯーᾯὣ定ὒἰịᜐ備移ᤀ三原則Ọὣ改悪ἨẩᾭὨᾷώ生産ὣἨἰ

ị完成品Ọὕẩ共同ᫌ発ὣἨἰ殺傷武器Ἷᤛ出ὓ可ᓞἼἻὛἨἰẪἤὝὀ戦争放棄Ἱ事力保持Ἷ禁止ὣ

宣ធἨἰ憲法ờ条Ἷ精神Ἴ真ἴ向Ἔ反ἪὓἿἸἪẪἰἤἿ政府Ἷ方ᨃᤀ換Ἴ従ἤἹὀẩ企業ὣἨἷ

ị死Ἷ商人ỌἼἪὓἿἼ他ἻὛἬὤẪἹὛὠἢẩὨᾃᾮὦậὨὲᾮώἹ共同ᫌ発ὣἪ次期戦機ὀ共同ᫌ

発国以外Ἷ国々Ἴᤛ出ἦὝ危ᬓ性Ἕ極ὒἷ᱔ἕἸἪẪ 

 実ᬢἜἵἷὨὲᾮώậὨᾃᾮὦἻἺἝ共同ᫌ発Ἠἰ戦機ᾪーᾱᾙὥὨᾃーὀόὪὼὦᾭᾗὦἼᤛ出ἦὝẩ

ὨὬᾥᾷ内戦ὉἿ事介入Ἰ無差別空爆Ἴ使用ἦὝẩ多ἠἿ民人Ἷ殺傷Ἴ使用ἦὝἨἰẪἤἿὙἻἤ

Ἱὀ決ἨἷᢧἤἨἷὀἻὛἬὤẪ 

 中国ᓠ威ậị台湾有事ỌἝ喧伝ἦὝἻἜẩ᫅射程ᾣόὨᾯἝ南ᝮ島Ἷ島々Ἴ備ἦὝὝὁẩ東ὦὼὦ

ἿὌἹὤἺἝ射程圏Ἴ入ὛἪẪ大拡ὣᥳὒὝὁἕὠὗị安全保ᬣἿὼᾰᾷᾢỌἸ᥅ᬦ国ἹἿ緊張状

態Ἕ増Ἠẩ紛争ἼἵἻἝ恐ὝἝ᱔ἠἻὛἪẪἮἨἷẩ有事ἼἻὝὁ南ᝮ島Ἕ戦場ἼἻἿὀ必ᔮἸἪẪ

77 年前ẩ本土ᜐἿ捨ἷ石ἹἨἷẩ住民ὣ含ὒἷ 20 万人Ἕ犠牲ἼἻἴἰ沖縄戦Ἷ再来ἸἪẪ私ἰἲὀẩ決

ἨἷἮἿἤἹὣ៍ὒὠἢἼὀἕἬὤẪ 

 ἰẩᡫ社Ἷ利益Ἴ占ὒ兵器ậ事備品Ἷ割合Ἕ増ἙἤἹὀẩᡫ社ἝἪἪ大拡Ἱ戦争Ἴ依存

ἪἤἹἼἵἻἝὛἪẪἨἜἨἤἿὙἻ経営Ἕ人ᯌἿ幸福Ἴ反ἪὓἿἸἓὛẩ持続不可ᓞἻὓἿἸἓ

ἤἹὀἤὝἸἿ歴史ὣὝὁὠὒἷ明ἜἸἪẪ 

 私ἰἲὀᡫ社Ἷᫌ発Ἢ武器Ἕ戦争ἿἰὒἼ使ὠὝẩ罪ἿἻἕ多ἠἿ市民Ἕ殺傷ἦὝἤἹἼἻἤἹ

Ἴ強ἕ懸念ὣ持ἴἷἕἪẪἤὝ以上ị死Ἷ商人ỌἼἻἻἕὙẩ敵基地攻撃ᾣόὨᾯἿᫌ発ậᝉᥬὣ中止

ἪὙ強ἠᝯ៧ἨἪẪ 

不戦ὉἿᾑᾇᾌᾳーέ 

  ミサイル作るな! ვᅏをするな！ 

3月 16႘のマスコミሇၗで、熊の健軍ཱུၲདと་ᇀのူᆑ院

ཱུၲདに、12式ད艦ዤ၏（Ⴗ向上型）を、2025Ⴉဗቨをめ

どに先行ვᅏするとሇၗがありました。Ⴗ向上型は、射࿘が

1000キロと言われ、ፊཱུၲདにვᅏされれば、ཨ国やྋ鮮も圏ၾ

にႚります。ဴ然、ཨ国やྋ鮮からは警戒され、緊྅が深まります。

今後、ႊ西諸ဥのဥ々のミサイル基དにもვᅏされることになりま

す。 

ᆊ戦ネットでは、4月 10႘、ဪ海ሻ衛支局で、ሻ衛་臣とሻ衛ົ

ᅏྃあてに「ミサイルを作るな、ვᅏをするな」という申しႚれ行၌

を行いました。緊྅を高め戦ຮにつながるミサイルვᅏにᄗの 

声をさらに་きくしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 



ྙ射࿘ミサイルの九州ვᅏに抗議し、回を求めるとともに、 

ྙ射࿘ミサイルの製່・ვᅏをやめるよう求めるጅ請書 

 

ሻ衛་臣      ཨ༭ 元 ዻ 

ሻ衛ົᅏྃྙ官  石川 ᆦዻ 

 

3月 16႘ᆋけで、2025Ⴉဗቨに「基ད攻撃Ⴗを持つ、12式ད艦ዤ၏を九州のူᆑ院と熊に先

行ვᅏするとのሇၗがありました。自衛༆のミサイル基དがすでに作られているይၽ国ဥや石垣ဥ、宮古ဥ、沖

ႈဥなどႊ西諸ဥへも順次ვᅏするとしています。 

 私たちは、九州各དやႊ西諸ဥへのミサイルვᅏのཨ止と、「基ད攻撃Ⴗ」をそなえるミサイルの開ᄇ・製

່もおこなわないように、申しႚれます。 

 「ཨ国脅威」や「༊Ꮋዛ事」をጫዡに、2022Ⴉのいわゆる安ᇱ3ᇌ書で、基ད攻撃Ⴗが可Ⴗとするྙ射࿘

ミサイルの開ᄇ・ვᅏを決めました。九州や沖ႈのဥ々にვᅏされれば、その射࿘はཨ国ဘやྋ鮮もႚり、周

ᇩ諸国との緊྅を一ພ高めます。すでに、ይၽ国ဥ・石垣ဥ、宮古ဥ、沖ႈဥなどႊ西諸ဥのဥ々や九州にミサ

イル基དを建設し、2032Ⴉဗまでに国 10数か所でዃ 130ိのዄ庫をໃ設し、さらに海上ዐຽ群の新設

などዐຽႷを高めることで、アメリカから購ႚしたトマホークも今Ⴉဗからვᅏをするとし、「継戦Ⴗ」や「攻

撃Ⴗ」を強化し、戦ຮ制の構ཝを急いでいます。 

 ྙ射࿘ミサイルは、改ፕ型「12 式ད艦ミサイル」だけではなく、「高໒滑空」「極ྖ音໒ミサイル」「潜水艦ᄇ

射型ミサイル」などの開ᄇ・製່も進めています。 

 3月30႘、ཨ༭ሻ衛་臣とアメリカのヘグセスᇚ国ሻྙ官の会ཎが行われました。このཨで、ཨ国の脅威に

し、改めて႘ᇚ၍ኑの「ጌ止」「処」の強化はᆊ可欠と確Ⴁしました。24 ႘にᄇ໑させた、ጲ海空自衛༆の

指揮権を一元指揮監ၠする「ျ合作戦司፭ᆪ」のᄇ໑に合わせ、ᇚ軍との作戦ྔ整Ⴗをさらに向上させ、႘ᇚ

の一化を進めています。ཨ༭ሻ衛་臣は、ミサイルの安࿊供給は「死活ኴ༎」とのႡ識で、艦空ミサイル

「SM6」の共၍生産なども示唆しました。 

そして、ヘグセス氏は「ᇓᎬを求めているのであれば、戦ຮの準ᅏをするᅢጅがある」「西ᇓዼでዛ事にྞኜ

した場合、႘は前線にጵつことになる」と、႘へ一ພの戦ຮ準ᅏにỾ進するように້しています。 

アメリカの、ཨ国ህ囲ኦの一を༶い、軍ᅏ拡་にひたຼる႘は、ひとたび戦ຮが起これば最前線にጵたさ

れるということです。すでの、ႊ西諸ဥ（12 ቮ人）や奄ᅖ諸ဥ（10 ቮ人）のᅊႍ計画が策࿊されていますが、戦

ຮが起こり制空権や制海権を༧われれば、このようはᅊႍ計画は荒ဠኅ稽というほかありません。 

そもそも、「基ད攻撃Ⴗ」のᇱዛ、႘ᇚの軍事一化、そしてそのためのᇐ器のვᅏと開ᄇは政ᆒが言

う「専守ሻ衛」のᄧ囲をྖえる憲ሓ違ᄗであり、ဪアジアの緊྅を激化しᇓᎬを脅かすものです。「ጌ止」Ꭺが

Ⴥたんをしているのは、ウクライナ戦ຮを見ればነらかです。 

市ኁが安に安心してᇿらすには、軍ᅏの拡྅ではなく、ᎭによるᇓᎬ外交しかၗはありません。 

以上のጫዡから、私たちは以下のことを強くጅ請します。 

 

①九州やႊ西諸ဥのဥ々に「基ད攻撃Ⴗ」が可Ⴗなྙ射࿘ミサイルのვᅏをやめること。 

②憲ሓにも違ᄗし、ဪアジアの緊྅を高める「基ད攻撃」ができるミサイルの製່・開ᄇをやめること。 



沖縄現地報告  

≪辺᧹古ậ大浦湾Ἰ進ὑ埋立工事≫ 

松本八᧸子 

半年ὛἿ大浦湾Ἷ様相Ἴ衝撃ὣ受ἢἰẪ日本

Ἰ最初ἼᾟーᾛώᾡᾇᾌἼ指定ἦὝἰ生物多様性

Ἷ美Ἠἕ大浦湾Ἴὀẩ赤Ἱ白Ἴ塗Ὓ分ἢὝἰ᱔ἕ

ᨤ塔様ἿὓἿἝ林立ἨἷἕẪἤἿ巨大Ἳ 3 本Ἷ

櫓ếᾮーᾄーỀὣ持ἵᨤ塔様ἿὓἿὀẩόᾷᾍίᾷᾕ

έύᾫᾷᾕὨᾯếSCPỀ船Ἱ言ἕẩ大浦湾Ἷ軟弱地盤

改良ἿἰὒἼ 7 万 1 千本ὓἿ砂杭ὣ打ἲ込ὑἰὒ

Ἴ運ὁὝἷἰẪ現在Ἷ日本Ἷ砂杭打ἲ込ὐ技術

ὀ水深 70 ᾥーᾌᾯἸἸẩ大浦湾Ἷ軟弱地盤Ἰ一

番深ἕἹἤὀ水深 90 ᾥーᾌᾯἹ言ὠὝἷἕẪ

今Ἰ経ᰱἨἰἤἹἝἻἕ地盤改良工事ἹἻἰ

ὒẩSCP 船ὓ改良ὣ加ἙἻἢὝὁ使ἙἻἕὙἱẪ

ἦἼὀẩἤἿ砂杭ὣ打ἲ込ὑ前Ἴὀ海底部Ἴ砂ὣ

敷ἠ必要ἝἓẪ昨年末ẩ衛局ὀ埋立工事Ἕ着々

Ἱ進ὤἸἕὙἼ見Ἤἰὒẩ形ἱἢἿ敷砂

作業ὣ行ἴἰẪἨἜἨẩἤἿ敷砂作業ὣ行ᾌᾰᾣ

ー船ὀ一Ὧ所Ἴ留ἴἷἛὛẩᮬ調Ἴὀ進ὤἸἕ

ἻἕὙἸẩSCP船Ἷ6ᬳἿἲ現在稼働Ἠἷἕ

Ἷὀ 3ᬳἿὙἱẪ  

ἰẩ砂杭Ἷ打設作業Ἰὀ軟弱地盤Ἔ泥Ἕ 

出ἰὒἼ汚濁止膜ὣ張ἴἷὀἕἝẩ海全体

Ἷ濁ὛὣἡἤἹὀ到底ἸἫẩ大浦湾Ἰ暮Ἢἰ

ἠἦὤἿ生物ἰἲὀ潰ἦὝẩ死滅Ἷ道ὣ辿ἴἷἕ

Ẫ 

ἦἼὀẩ沖縄Ἷ年海砂使用᧺Ἷ 3～5年分ὣ 

必要ἹἪ敷砂ậ砂杭ậ中詰等Ἷ砂Ἷ調達Ἴὓᭇ航

ἨἷἛὛẩ名護市Ἷ安部Ἰὀ海砂Ἷ採取Ἷἰὒẩ浜

Ἔ砂Ἕ流出Ἠẩ海岸線Ἷ後退Ἕ始ἴἷἕẪ 

沖縄滞在中Ἴ観ἰᾍάᾩᾥᾷᾃᾮー映画ị太ếᾊᾄỀ

Ἷ運命Ọὀẩ沖縄Ἷ自立ὣ求ὒẩ日本政府Ἱ激Ἠἠ

対峙Ἠἰ二人Ἷ知事Ἷ苦悩Ἱἕὣ描ἠẪ1995 年

Ἷ米兵ἼὙ少女暴行事件ὣἴἜἢἼẩ大田知事

ὀ不平等Ἳị日米地位協定ỌἿ見直Ἠὣ日米両政

府Ἴ強ἠ求ὒἰẪ翌年Ἴὀẩ当時Ἷᰊ相Ἔị普天

基地全᭼返還ỌἿ言葉ὣ引出ἨἰἝẩ県内移設

Ἕ条件ἹἻἴἷἕἰἰὒ実現ἸἫẩἮὝἝị辺

᧹古移設問ᯃỌἿ発端ἹἻἴἰẪ 前知事Ἷ辺᧹古

埋立承認Ἴ反対Ἠ移設止ὣ掲ἣἷ当選Ἠἰ翁᫅

知事ὀẩ承認Ἷ取Ὓ消Ἠὕ撤回ἻἺἸ国Ἱ対峙Ẫ裁

判争ὣ繰Ὓ返Ἠẩ沖縄県知事Ἰὀ大田知事Ἴ続

国Ἔ訴ἙὝ知事ἹἻἴἰẪ 

辺᧹古新基地建設Ἱὀẩ戦後 80年経ἴἷ今ὓ続 

ἠ沖縄ὣ犠牲ἼἨἰὦᾥᾮὯ追従Ἷ外交衛政策

Ἷἕἵἠ果ἷἸἓẪ沖縄Ἷ人々Ἕ何度怒ὛἿ

県民大ᬹ会ὣᫌἤἹὓẩ県民投票Ἰ辺᧹古新基

地建設反対Ἷ民意ὣ示ἮἹὓẩị辺᧹古Ἕ唯一Ọ

ὣ繰Ὓ返ἪὁἜὛἿ日本政府Ἴ対Ἠẩị沖縄ὣ二度

Ἱ戦場ἼἨἻ

ἕỌἹẩ声ὣ上

ἣ続ἢ人々

Ἕ今日ὓ辺᧹

古Ἰ座Ὓ込ὤ

Ἰ ἕ  Ẫ 

ế2025/3/31Ề  
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イスラエル世Ꭺから 

イスラエルの強硬姿勢を考える 

᱔橋ᕠ平ếὰὺᏩ急ὦέύᾫᾷἻἥὕỀ 

 

〇ὨώᾭὬᾯἿ国内世 

2025 年 1 月 28 日Ἔ 2 月 2 日ἼἜἢἷὨώᾭ

Ὤᾯ民主主ᑬ研究所Ἕᜊἴἰ世៣査(※ổ)ἼὙ

ἹẩὨώᾭὬᾯ国民ἿớỔ％Ἕ第一段ᬛἝ合意Ἲ

ἛὛἼ完了Ἠἰ場合ẩ次Ἷ段ᬛἼᥳὑἤἹὣ支持Ἠ

ἷἕẪἮἨἷ停戦合意Ἷ第一段ᬛἸᾓᾢώἿ利

益ἝὙὛὙἠ守ὝἰἹᒈἙ割合ὀ 43%ἸἓὛẩ

ὨώᾭὬᾯế21%ỀἿ倍ἸἓἴἰẪἰ他Ἷ世៣査

(ᾭὺーᾯ研究所主催)ἼὙἹịᾓᾢώἿ壊滅ỌἹ

ἕᾑᾃᾏᾨᾙἿ目標Ἕᦈ成可ᓞἸἓἹᒈἙ

国民ὀὠἫἜỘ％ἸἓἤἹἝ明ἜἼἻἴἰẪ 

ἤἤἜ៝ὐ取ὝἤἹὀẩὨώᾭὬᾯ国民Ἷ一定

ᦼ分Ἕẩ現在ἿὨώᾭὬᾯἼὙὰὺ地区ὉἿ攻

撃Ἴἵἕἷ出口ἝἙἫẩ人ᢈឍ放ὣᜊἨἜἻ

ἕἹἕ感ὣ持ἴἷἕἹἕἤἹἸἓẪ 

実ᬢị攻撃疲ὝỌὀ動員拒否ὕẩ人ᢈὣឍ放出来

Ἳἕᾑᾃᾏᾨᾙ政権Ἷᥗᬆὣ求ὒ声ἹἨἷ強

ἴἷἕẪ最᥅Ἷ世៣査Ἰὀ約ớỔ％Ἷ人々Ἕᾑ

ᾃᾏᾨᾙ政権Ἷᥗᬆὣ求ὒἷἕẪἰ今ᦝ挙ὣ

ᜊἴἰᬢἿ投票先ἹἨἷẩ人ᢈឍ放交渉ὣ攻撃ὙὛ

ὓ優先Ἢ中ᦇἜ中ᦇ左派Ἴ投票ἪἹ応Ἑ

有権ᒊἿ数Ἕ増ἙἷἕẪ 

 

〇ᾑᾃᾏᾨᾙ政権Ἷ強硬姿勢 

ἨἜἨᾑᾃᾏᾨᾙ政権ὀ全然ὃἻἕẪἮὝἺ

ἤἜẩ数々Ἷ疑惑ἼὓὠἫẩ司法改ᮀὣᥨἩ

ἷẩ最᱔ᜳἿ命令ὙὛὓ内Ἷ命令ὣ優先出来

ὙἼἨẩ治安機ύᾷᾝᾌἿ᫅官ὣឍ任Ἠẩἰᔬ

ᣯἿ汚ᒭ疑惑ὣᥖ及Ἢ検事Ꮻ᫅Ἷឍ任Ἴὓ現在

着手ἨἷἕẪἰὰὺ地区ὉἿ人ᦇ支援Ἷᦗ断

Ἱ攻撃再ᫌὣᜊἕὰὺ地区内ἿộỔ％ὣ占᮵Ἠẩᾓ

ᾢώἼ対Ἠἷ人ᢈἿឍ放Ἱ武ឍᬇẩ幹ᦼἿὰὺ

地区ἜἿᥗ去ὣ求ὒἷἕẪ 

ᾑᾃᾏᾨᾙ政権ὀẩᔬἿ権力Ꮩ持ἿἰὒἼὰ

ὺ地区ὉἿ攻撃ὣ再ᫌậ激化ἦἬẩἰὨᾭᾷἹἿ

戦争ὣ準備ἨἷἕἹធὠὝἷἕẪᾑᾃᾏᾨᾙ

ᰊ相ἝὦᾥᾮὯἼᜊἠ 1 日前ἼẩὨώᾭὬᾯἿ新ᒢ

ἼᾓᾢώἝὨᾭᾷἼ対Ἠἷ大模Ἳ攻撃(10.7 ᢪ境

攻撃)ὣᜊἰὒἿᡸ᧼提供ὣ依ᮿἨẩὨᾭᾷἝἮ

Ὕὣ了ឍἨἰ文書ἿἤἹἝ書ἜὝἷἕἰẪὨᾭᾷἹ

Ἷ戦争危機ὣ拡大Ἠἰἕ政権側Ἷ意図ἝἮἿᾃὨ

ᾣᾷὴἸἿឞ事公ἸἓἹᒈἙẪ 

 

〇ᾑᾃᾏᾨᾙ政権Ἕ崩壊ἨἰἹἨἷὓὨώᾭὬᾯ

Ἷ強硬姿勢ὀᏏᏐἪἱ 

 現在ẩᾑᾃᾏᾨᾙ氏Ἷ不支持率ὀ増加Ἠἷἕ

Ἕẩᾑᾃᾏᾨᾙ氏Ἴ代ὠ有力Ἳ人物ὀ不在Ἰἓ

ἹἦὝἷἕẪἮἿᓎ景Ἴὀẩ正Ꮕ派宗教政党Ἴ

Ὑ兵役拒否Ἱ手当ἼἵἕἷἿ世俗派ậ中ᦇ派Ἷ

批判ẩ入植ᒊἹ極右Ἴ対Ἢ批判ἻἺẩ社会的分断

Ἕ深刻化ἨἷἕἻἜἸẩἮἿ៣整ὣᜊἙ人物

ἝὌὍἕἻἕἤἹἼὙẪἨἜἨ仮Ἴᾑᾃᾏᾨᾙ政

権Ἕ崩壊ἨἷẩἦἧἻ利害៣整ἿἰὒἼ政治

ὀ一時期混乱ὣἨἰἹἨἷὓẩἮὝἸὓ基本的ἻὨ

ώᾭὬᾯἿ強硬姿勢ὀᏏᏐἪὓἿἹᒈἙẪ 

 ἮἿ最大Ἷ理由ὀẩἮὓἮὓὨώᾭὬᾯἹἕ国

家ᔬ体ἝᾕᾰώᾅᾎἿὦᾭᾚ系Ἷ人々Ἷ抑圧Ἷ下

Ἴ建ឥἦὝẩἮἿ抑圧ὣᏏᏐἪἤἹἸἨἜ成立Ἠ

ἻἕἜἸἓἝẩἮὝἹ同時ἼὓὀὕὨώᾭὬ

ᾯ社会Ἕ経済的Ἴ᱔度Ἳ産業構ᥬ(ᾓὨᾊέậ医

療ậᜐ産業)Ἱ᱔ἕ一人当ἰὛ GDP(2024 年度ὀ

世界 19位Ἰ約 55500ᾍᾯẪὦᾥᾮὯὀ約 81000ᾍᾯẪ

日本ὀ約 34000 ᾍᾯ)ὣ有ἨἷἕἤἹἼὓὙẪ 

 ὨώᾭὬᾯ国民Ἷ多ἠἝ現在ἿὨώᾭὬᾯ社会

ἼἛἕἷἮὝἻὛἿᬺ用Ἱ所得ὣ得ἤἹἝ出来

ἷἕẪἵὛὨώᾭὬᾯ国内ἼἛἕἷẩ現状ὣ大

ᓍἼ変ᮀἪ必ᝯ性ὀ乏ἨἕἹធὠἧὣ得ἻἕẪ

次Ἴ安全保ᬣἿ問ᯃἼἵἕἷἸἓẪ最᥅Ἷ世

៣査(※Ỗ)Ἰὀẩ安全保ᬣἼἛἢᾕᾰώᾅᾎἿᓠ

威ὀ低下傾向ἼἓẪ1 位Ἕ全᭼的Ἳ多方᭼戦争

(ោ細ὀ不明)ὣ挙ἣ回答ᒊἝ最ὓ多ἜἴἰẪἮ

Ἷ他Ἷᓠ威ὣ最ὓ᧸ᝯἱἹᒈἙ回答ᒊἿ割合ὀ

ὀἜἼ低ἠẩὨᾭᾷἿ核Ἷᓠ威Ἕ 23%ẩ国ᬢ的孤

立(ᾠὨίᾇᾌ含ὑ)Ἕ 10%ẩ米国Ἷ支援ὣ失ἤἹ

Ἕ 12% ἱἴἰẪἮἨἷẩὨώᾭὬᾯἼἹἴἷ最大Ἷ

外ᦼᓠ威ἹἨἷᾕᾰώᾅᾎἿ抵抗ὣᦝὤἱ回答ᒊ

ὀὠἫἜ 8.5% ἱἴἰẪὨώᾭὬᾯ国民Ἕᾕᾰώᾅ

ᾎἿẩἮἨἷᾓᾢώἿ抵抗ὣᓠ威Ἷ 1位Ἴ挙ἣἷἕ

ἻἕἤἹὀ᱀ἸἓἝẩᾖᾠᾭἝἮἿ戦力Ἷ

多ἠὣ失ἕẩύᾮὦἿὦόᾍ政権ὀ崩壊ἨẩὰὺἿ現

状ὣ冷᭷Ἴ分析Ἠἰ結果ἸἓἹᒈἙἹ決Ἠἷ

突拍子ὓἻἕ数字ἸὀἻἕἹᒈἙẪ 

 ἰ៣査ἜὀὨώᾭὬᾯ国民Ἷ多ἠἝὨώᾭ

Ὤᾯ国ὣ᭹常Ἴ信ᮿἨẩὨώᾭὬᾯ国ἼὙ



戦争犯ᑒἼἵἕἷẩἮὝὣ捜査ἪἤἹἼ対Ἠ

ἷ否定的ἸἓἤἹἝ分ἜẪἵὛẩὨώᾭὬᾯ

国民Ἷ多ἠὀ国ᬢ法ᦉ反ὕὼὫᾒόὨᾍ条約ᦉ反

ὣ意ᠡἨἷἕἻἕἹἕἤἹἸἓẪ 

 私ἰἲὀẩὨώᾭὬᾯἿ現在Ἷᾕᾰώᾅᾎậὰὺ

地区Ἱᾬᾯᾄᾷ川ᝮ岸地区ὉἿ攻撃Ἴ反対ἨẩἹὛ

ὠἢ日本政府Ἴ対ἨἷὨώᾭὬᾯἿ攻撃Ἱ人ᦇ支

援ᦗ断Ἴ抗ᠪἪὙ求ὒἹἹὓἼẩὨώᾭὬᾯ

国民Ἷ多ἠἝ国ᬢ法ᦉ反Ἴ対ἨἷὌὍ無Ἠἷἕ

現実ὣ᧸ἠ受ἢ止ὒἻἢὝὁἻἻἕἱẪ 

ὨώᾭὬᾯ国内Ἰὀὰὺ地区Ἷ状況Ἴἵἕἷẩ報

ᦇἝἻἕὠἢἸὀἻἕẪἮἨἷὙἹ思Ἑὁὦ

ᾭᾚ系ἿᾥᾋὧὦἜὝẪἨἜἨὨώᾭὬᾯ

Ἷ人々ὀἮὝὣὙἹὀἬἫẩἰ問ᯃἱἹὓ

感ἩἷἕἻἕẪἤἤὣἨἴἜὛἹ批判Ἠẩ対応Ἢἤ

ἹἝ今後大切ἼἻἴἷἠἹᒈἙẪ 

 

※ổ ὨώᾭὬᾯ人Ἷ大多数Ἕ停戦合意Ἷ第二段

ᬛὉἿᥳ展ὣ支持 

   https://en.idi.org.il/articles/58114 

※Ỗ 戦争Ἷ 1 年 - ὰὺ戦争 1 周年ἼἛἢὨώ

ᾭὬᾯἿ世 

https://en.idi.org.il/articles/56081 

 
＊＊恒久停戦に向け声をあげよう！ぜひご参加ください！＊＊ 

㕱）ガザ地区への人道支援を今すぐ再開しろ！ 

イスラエルは攻撃するな！撤退しろ！集会＆デモ集会＆デモ◇ 

 ႘時：㕴月㕱㕳႘(႘) ・4月27႘（႘）㕱㕷時㕳㕰ᇀ 集会 㕱㕸時 デモ 

 場所：光の広場(地下ዀ場町駅5ゆ6出口からညᇶ1ᇀ) 

㕲）日本政府はイスラエルに恒久停戦をもとめろ！駅前街頭宣伝◇ 

႘時：㕴月㕱㕱・㕱㕸・㕲㕶႘（金）  12時13時(※) 

場所： 古屋駅ႚ口前  

※終ፇ後、イスラエル製の攻撃型ドローン（ኅ人攻撃機）のዐႚ代ጫへの抗議行၌ 

㕴月㕴・㕱㕸႘／海外ᆾ産（古屋駅西口/中村区則ᆦ 1-10-6ノリタケ第 1ビル前） 

㕳）抗議の声を！ 

＊トランプは「ガザ所ዛ」ᄇ言を撤回しろ！ 

アメリカ大使館：03-3224-5000（代ᅳ）    古屋ፚ事館:052-581-4501 

＊႘政ᆒは恒久停戦に၌け！」 

石Ⴥአ首相 FAX 03-3502-5174       岩屋毅外相 FAX  03-3509-7610 

外ኃ省 ✉ mail-han@mofa.go.jp 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/comment/index.html 

＊イスラエルはジェノサイドをやめろ！占ፚ・ᆫ鎖をやめろ！ 

イスラエル大使館    ✉ information@tokyo.mfa.gov.il   

 

 

 

 

 

 

 

ガザ緊急アクションなごや    

husen@jca.apc.org  

☎050-3593-5130

instagram ブログ X(ᪧ twitter) facebook 

今後の行၌は、以下の

SNSでご確Ⴁください。 



京都 3事件 関生支ᆪ・湯川ዣ司委員長に 

完全ኅ罪ᄕ決！ 

― 懲ዂ 10年の求刑を打ちჅり、 

憲ሓ㕲㕸条守りᄌく！！ 

 

愛知連帯ᾪᾏὮᾷ 元座毅 

 日頃、戦争Ἱ植民地主義Ἴ反対Ἠἷ地道Ἳ活動

ὣ続ἢ不戦ᾑᾇᾌἿ皆ἦὤἝ関西生ίᾷ弾圧Ἴ関

心ὣ寄Ἤἷ下ἦὛ、感謝ἨἪ。ᾱύὦ・ὨώᾭὬᾯ・

米国・・・、戦争ὣ実行Ἢ国家ὀἮὝἼ先立ἴἷ国

内Ἷ反対派Ὁ過酷Ἳ弾圧ὣ行ἴἷἨἰ。  

警察Ἷ組織犯罪対策課Ἕ実働部隊ἹἻὛ、ᾑᾇᾌ

右翼ὣ動員Ἠ、ᾋὼᾃᾯ記録ὣ共謀Ἷ証拠ἹἨἰ関

生弾圧ἹἿ闘ἕὀ、戦争ὣ止ὒ、平和ὣ求ὒ闘ἕ

Ἷ不可欠Ἷ要素Ἱ思ἴἷἕἪ。 

ἤἿ日、京都地裁Ἰὀ、ᾝώᾌᾭὨᾎー・近畿生ί

ᾷ・加茂生ίᾷἿ京都 3 事件（加茂生ίᾷ事件ὀ２事

件Ἔ構成ἦὝ法律的Ἴὀ４事件）Ἷ判決ἝἓὛ、

全国Ἷ支援 300 名、韓国ὮᾛᾊὧὯᾯᾓὨᾊέἿ

仲間Ἕ駆ἢἵἢἨἰ。経営側（大阪生ίᾷ広域協

組）ὓ 250 名Ἕ傍聴抽選Ἴ並ὄἨἰ。法廷Ἰὀ、

懲役 10 年Ἷ求刑ὣ受ἢἷἕἰ湯川裕司委員長Ἱ

武建一前委員長Ἴ対Ἠ、事件ἿἪὊἷἼἵἕἷ無

罪Ἷ判決Ἕ読ὐ上ἣὝἨἰ。 

ᾝώᾌᾭὨᾎー事件ὀ、2014 年ἜἿ生ίᾷ輸送

会社Ἷ解散争議Ἰ、労働組合Ἕ経営者団体Ἰἓ

京都生ίᾷ協同組合Ἴ１億 5000 万円Ἷ解決金ὣ支

払ὠἬἰἤἹἝ恐喝ἹἦὝἰ事件、近畿生ίᾷ事

件ὀ、廃業Ἴ伴ἕ、協同組合Ἕ労働組合Ἴ 6000 万

円Ἷ清算金ὣ支払ἴἰἤἹἝ恐喝ἹἦὝἰ事件、

加茂生ίᾷ事件ὀ、①就労証明書Ἷ発行、②廃業Ἴ

当ἰἴἷᾛᾭᾷᾌἿ解体Ἱᾣάόー車Ἷ引渡Ἠὣ

求ὒἰ要求行為ἹἿ共謀Ἕ問ὠὝἰ事件Ἰ、ὓ

元々、犯罪等ἹἦὝ筋合ἕἿἻἕ「事件」ἸἨἰ。  

石川島播磨重工業Ἕ共産党Ἷ支持者ὉἿ差別Ἰ

2007 年Ἴ約 10 億円Ἷ解決金ὣ支払ἴἰἤἹ、国

鉄・JR不採用問題Ἷ

解決金Ἕ約 199 億

円ἸἓἴἰἤἹἹ

比Ἠἷὓ本来、「事

件」等ἻἜἴἰἤἹ

ὀ明ἜἸἪ。 

判決ὀ、生ίᾷ業

界Ἰὀ過当競争Ἷ

抑制Ἕ必要ἹἦὝ、

通産省ὓ共販ὣ奨

励Ἠἷἕἷ、京都協組ἸὓὦὪᾌ業者ἼὙ廉売対

策Ἕ課題ἸἓἴἰἹἕ背景Ἱ労組Ἱ協組Ἷ協調

ὣ認定、ἦἼ「争議行為Ἕ生産Ἷ一定Ἷ阻害ὣ予

定Ἠἷἕ」ἤἹἜἨἷ、労働問題Ἷ解決ὣ目的

ἼἨἰ関生支部ἿᾝώᾌᾭὨᾎー事件ἼἛἢώᾌ

ᾭὨάἿ通告ὣ「害悪Ἷ告知」ἼὙ脅迫ἹἪἤ

ἹὀἸἻἕ等ἹἪἻἺ、憲法ὕ労働法Ἱἕ

言葉ἤἮἻἕὓἿἿ、労働三権Ἷ成立ὣ踏Ἑἰ

画期的判決ἹἻὛἨἰ。 

2018 年以来、延Ὂ 81 名Ἷ組合員Ἕ逮捕ἦὝ、湯

川委員長ὀ 644 日ὓ勾留ἦὝἰ「戦後最大Ἷ刑事

弾圧」（労働法学者声明）、無罪ὣ争ἴἰ３ờ名Ἷ

ἲ延Ὂ１ờ名Ἕ無罪判決ὣ受ἢἨἰ。中Ἰὓ最後

Ἴ最ὓ重ἕ罪Ἴ問ὠὝἰ京都事件Ἰ無罪判決Ἕ出

ἦὝἰἤἹὀ、関生弾圧Ἕ不当弾圧ἸἓἴἰἤἹ

ὣ白日Ἷ下Ἴ明ἜἼἨἨἰ。 

２０２５．０３．１１  

 

判決報告＆支部組合員ἹἿ交流集会 

3 月 23 日、関西生コン弾圧を許さない東海の会

の主催で、「ᄕ決ሇ告＆支ᆪ組合員との交ጺ集会が

開催されました。共同代ᅳの中谷የ二ᇯ護士からᄕ

決のポイントとその意義についての解説と湯川委員

長のᄇ言がありました。湯川委員長は、組合潰しのた

めに親しい人たちに対して警察などから圧をかけ

られてᆊጦな証言をさせられ事件がでっち上げられ

たことをリアルにᎭされました。正当な᎕働組合運動

に対するᆊ当な弾圧

に対して、今後も注

ኬしていきたい。 

※集会の詳細は、以

下の関生東海の HP

をごጥください。 

関西生コン᎕組つぶしの弾圧を許さない当会の会 

https://kannama-tokai.jimdofree.com/ 



「植民地戦争の視点から 

日本の植民地責任を問う」 

愼 蒼宇さん 講演会報告 

 

高橋良平 

 韓国併合 100年東海行動が主催する「3.1独立運

動 106 周年記念講演会 植民地戦争の視点から日

本の植民地責任を問う」が3月 1日(土)に金山にあ

る名古屋市民会館で開催された。当日は約 60名の

市民が参加した。講師は愼蒼宇(シンチャンウ)法政

大学教授で2024年に有志舎から書籍「朝鮮植民地

戦争―甲午農民戦争から関東大震災まで」を出さ

れている。以下、報告者による簡単なまとめを報告

する。 

 

 愼蒼宇氏は一

般に「戦争責任」

の戦争の範囲に

は国家と国家の

戦争行為が前提

とされることが

多いが、ここでは

植民地支配側の被植民地側人民に対する軍事的暴

力、そして非植民地側人民の抵抗と、それに対する

弾圧が排除され不可視化されてきたと指摘する。

しかし近年、これらを「植民地戦争」と呼び、そこに

おける植民地支配側の暴力や犯罪を「植民地犯

罪」として明らかにしていくべきという動きがある

と述べ、その植民地犯罪を朝鮮半島における抗日

運動との関係のなかで具体的に述べていく。 

 朝鮮半島における日本の植民地戦争は、征韓論

から江華島事件を経て甲午農民戦争 (1894～

1895)において最初の大規模な暴力的弾圧を行っ

た。この暴力的弾圧(虐殺された人々は 3 万とも 5

万とも言われる)では「せん滅」と「連座」の論理が

貫かれ、村ごと焼き払い、その村の人々はことごと

く殺戮された。その後義兵戦争(1906～1915)にお

いては、日本軍の指揮権は朝鮮総督に置かれ、抗

日運動に対する暴力的弾圧は戦時編成ではなく平

時編成で憲兵・警察と連携して行われた。この義兵

戦争における日本軍の編成は日本各地の師団(徴

兵制のもと民間人も参加)が順繰りに朝鮮半島で

軍事行動を行うというもので、日本各地の師団が

朝鮮半島で「せん滅」と「連座」という虐殺行為を

繰り返した。その後日本軍は三・一独立運動(1919)、

シベリア戦争(1918-1925)、間島虐殺(1920)、関東

大震災の朝鮮人虐殺(1923)でも同様のことを繰り

返した。とりわけ関東大震災時には、それまでの日

本側の朝鮮半島での抗日運動に対する弾圧が朝鮮

の人々に対する蔑視や徹底的な残虐行為の正当

化を図り、朝鮮半島で虐殺を行ってきた将兵が軍

上層部にいたことや在郷軍人会の存在とともに朝

鮮人集団虐殺に発展していった。 

 

 日本の朝鮮半島における植民地戦争犯罪の一番

の弱点は国際的な批判であったと愼蒼宇氏は述べ

る。それゆえ表面上は弾圧を抑制しつつ、実際には

虐殺を行うという二重性があった。当日の資料に

は三・一独立運動(1919 年)当時日本の首相であっ

た原敬が長谷川総督に対して打った電報が記載さ

れており、まさにそのように記載されていた。虐殺

は時には軍法会議にかけられたが、処罰されるこ

とは 1 回もなかった。しかし海外からの批判に直面

し、「発砲はやむを得ない」といった合法的な正当

防衛の論理が登場してきた。 

 最後に、日韓基本条約と日韓請求権協定で日本

の植民地支配の罪と植民地戦争の戦争犯罪は解決

されておらず、「道義的責任」論ではなく、具体的

な植民地戦争の罪と植民地化そのものの犯罪性の

追及が必要であると指摘された。 

 

 私は、当時の朝鮮の人々を想った。様々な状況の

人々が日本の圧政と暴虐に抵抗し時には蜂起した。

そして人権とは、まさにそのように不条理と圧政に

抗して闘う人々の営みを指すものではないかと思

った。抑圧に抗する人々への連帯と敬意、そして抑

圧そのものを許さないという意思。そのことを自ら

の内に学ぶ講演会であった。 

愼蒼宇氏 著書 

『植民地朝鮮の警察と民衆世界（有志舎、2008

年）』『日本近代史の「不在」を問うー朝鮮植民

地（征服／防衛）戦争から見た官民の「暴徒」

経験』（『歴史学研究（増刊号）第 989号、2019

年 10月』『朝鮮植民地戦争‐甲午農民戦争から

関東大震災まで』（有志舎、2024年）など 



「Ⴗ၌サイバーሻ御ሓ案のຆいと危険ต」 

学会ሇ告 

 

3 月 10 日ẩὨーᾚᾯἻἥὕ聴室Ἰị能動的ό

Ὠᾔー御法案Ἷ狙ἕἹ危ᬓ性ỌἹᯃἨἷ中ᠼᬷ二

弁ᠮ士Ἕ᠏演ὣἛἤἻἕἨἰẪ参加者ὀ 47 名Ẫ中

ᠼᬷ二弁ᠮ士Ἷ᠏演Ἷᝯ旨ὣ紹介ἨἪẪ 

能動的όὨᾔー御法案Ἱὀ 

他国ἜἿ攻撃Ἷị脅威Ọὣ探索Ἠẩ脅威ὣ理由Ἴ

先制的Ἴ他国Ἴ攻撃ὣ行ἤἹἸἓẪ攻撃者Ἷό

ーᾔー等ὉἿ侵入ậ無害化ἸἓὛẩ先制攻撃ὣ含ὑ点

Ἴ᧸大Ἳ問ᯃἝἓẪ 

ἪἸἼẩ民事業者Ἷ膨大Ἳ経済情報ὣ内府Ἷ

ύώᾊᾤ内Ἴ取Ὓὐẩ官民Ἷ携強化ἝᥳὒὝ

ἷἕẪᨤᦇẩ航空ẩᤛᥘẩ᧼融ẩ᭐気ẩὰώẩ水ᦇẩ放

ᥘἻἺộỗ社Ỗổỗ事業所ế基幹Ὠᾷᾙᾭ事業所ỀἝ契約

済ὐἸẩ政府Ἱ携ẩ企業情報Ἕ政府ἼὙἴἷ強権的

Ἴ吸ἕ上ἣ一元的Ἴᬹ中管理Ἕ行ὠὝẪ日本史上

初Ἷ一大情報ᬹ約ẩ官僚統制ậ経済統制ἼἵἻἝὛἜ

ἾἻἕ危ᬓ性ἝἓẪ 

戦争体制作ὛἹ監国家Ὁ 

安保法制法ᦉ憲ឨឡẩDNA ᾋーᾃ等抹消事件ẩ大垣

ᠦ察市民監事件Ἰ問ᯃἹἨἷἰὙἼ政府Ἷ日

米一体化ἼὙ戦争体制作ὛἹἮἿἰὒἿ治安体制

作Ὓ＝監国家化Ἕ結合Ἠἰ危ᬓἿ現実化ἹἨἷẩ

ị能動的όὨᾔー御法案ỌἝ持ἲ出ἦὝἰἿἸὀ

ἻἕἜẪ 

όὨᾔー分᧹ἸἿ᧸点化Ἕ急ᥫἼἪἪὒὝἷ

ἰẪ 

2018 年衛省ὀẩ中期衛力整備ផ画Ἴ基ἶẩ

武力攻撃事態等ἼἛἕἷẩ相手方ἼὙόὨᾔーὣ

妨ἣἤἹἝ必ᝯἹἻ可能性ὣ想定Ἠἵἵẩ武力

行使Ἷ三ᝯ件ὣ満ἰἪ場合Ἴὀẩ憲法上ẩ自衛Ἷ措置

ἹἨἷἿ武力Ἷ行使ἝឦἦὝẩ武力Ἷ行使Ἷ一環ἹἨ

ἷẩόὨᾔー攻撃Ἱἕ手段ὣ用ἕἤἹὀ否定ἦ

ὝἻἕἹẩ小᧹寺五典衛大臣Ἕ参ᠪᬅ外交衛委

員会Ἰ答弁Ẫ 

2019 年ἼὀẩịόὨᾔー攻撃ὣ日米安全保ᬣ条約

第5条ἼἛἢ武力攻撃ἹὐἻἨ得ỌἹ日米安全保

ᬣ協ᠪ委員会ế2＋2ỀἸ合意Ẫ2022年 12月ẩ常時継続

的Ἴᾮώέ管理ὣ実施Ἢ体制構築Ẫ2024年 11月 29

日Ἷ有ᠡ者会ᠪ提ធἸὀẩ2027 年度ἸἼẩόὨᾔ

ー衛態勢ὣ確立ἪἻἺ能動的όὨᾔー御Ἷ実

施ἿἰὒἿ体制ὣ整備ἪἤἹẪ官民携Ἷ強化ẩᥨ

信情報Ἷ活用ẩ侵入ậ無害化Ἷ検មὣ指示Ẫ 

何Ἕ問ᯃ 

第一Ἴ法案Ἷ提出ẩ手法Ἕ問ᯃἸ束Ἶ法案ἹἻἴ

ἷἕẪ具体的Ἳ内容ὀẩ省令Ἴ委任ἪἹἨἷἕẪ

国会Ἷ形化ẩ法治主義Ἷ形化ἸἓẪ第二Ἴẩᥨ

信Ἷ秘密ẩᾛᾭὨᾔύー情報Ἷ国家ἼὙ機械的方

法ἼὙ例外ἻἨἼ広ἕ範囲Ἰ監Ἷ可能性ẪἪὊ

ἷἿ情報Ἕ国家＝政府Ἴ届ἠ仕組ὐἹἻἴἷἕẪ 

第三Ἴ監Ἷ方法ὀẩὨᾷᾃーᾑᾇᾌ等Ἷ利用ἼὙ

ᾋーᾃーἿ収ᬹẩGPS ἼὙ位置情報ἻἺ様々Ἳ情

報入手Ἰ系統的Ἴ収ᬹἦὝẪ第四Ἴ侵入ậ無害化措

置ὣἺ攻撃ἪἿἜẩἱὝἝ行ἿἜẪᠦ察庁᫅官

ἝόὨᾔー危害止措置執行官ẩᠦ察庁又ὀᧀᦇ府

県ᠦ察Ἷᠦ察官ἿἲἜ処置ὣᦕ正ἼἹἰὒἼ

必ᝯἻ知ᠡ及ὄ能力ὣ有ἪἹ៍ὒὝᠦ察官ὣ

任命ἪẪ 

相手国Ἷ主権ὣ侵害ἪόὨᾔー攻撃ὀẩἜἵἷ

日本Ἰὓ武力行使Ἱ同様Ἴ反撃可能Ἱ国会答弁ἦὝ

ἷἕἰὙἼẩ武力ἼὙ反撃ὣ招ἠ危ᬓ性Ἕἓ行

為ἸἓẪἮὝὣ形化必至Ἷ第三者機Ἷ承៍ế事

後承៍可ỀἸᠦ察ὕ自衛ᬘἼ実施ἦἬἤἹἿ危ᬓ

性ὣ指摘ἨἻἢὝὁἻἻἕẪ 

第五Ἴ実施機ὀẩᠦ察ậ自衛ᬘἸἓὛẩ平時 ᠦ

察ẩ有事 自衛ᬘἝύーᾤᾰώế切Ὕ目無ἨỀἿ実施Ẫ 

白藤博行専修大学教授ὀẩ国家ᠦ察Ἷ復活ὣ狙ἴἷ

ἕ可能性ἝἓἿἸὀἹᥐὊἷἕẪ 

第六Ἴẩ令状ἻἨẩ事後承៍Ἰὓ可 歯止ὒἹὀἻ

ἻἕẪ᧸大Ἳ結果ὣ招ἠ危ᬓ性Ẫ 

早急Ἳᦀ動Ἷ構築ὣ 

権力分立ἝἻἠẩ法的統制Ἕ脆弱Ἰ司法ἼὙ事

後的統制ὓ利ἜἻἕ日本ἸἿ権力Ἴ権ὣ៍ὒ法

案ἱἹἕἤἹἿ៍ᠡἝ᧸ᝯἸἓẪ 

ὠὒἷ᧸大Ἳ影ᮧὣ及ὍἪ法律ὣ国民的ᠪὓ国

会ἸἿ十分Ἳ審ᠪὓἻἠᥨἮἹἕ狙ἕẪ早急Ἳ

反対ᦀ動Ἷ構築Ἕ必ᝯἸἓẪἹ締ὒἠἠὝἨἰẪ

ếἹὒ ᥅田美保子Ề 

 

※᠏演ὀ以下Ἷ YouTubeἸ聴ἸἪẪ 

https://youtu.be/INszP3eKnRE 

 

3 月 29 日、秘ቹ保護法と共ሷ罪に反対する愛知の

会でも、学習会が開催されました。 

 

ỏ動画Ố25/3/29 能動的όὨᾔー御法案ἹὀἻἼἜ 

中ᠼᬷ二弁ᠮ士᠏演 

 https://www.youtube.com/watch?v=t48_fD40EV4 
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